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静
止
気
象
衛
星
の
打
上
げ
に
つ
い
て

　
宇
宙
開
発
事
業
団
は
、
本
日
、
米
・
甲
航
空
雲
際
局
墨
N
鎧
A
．
謹
，
．
A
冒
に
依
頼
し
て
、
」
刀
ル
　
　
　
・
ト

　
　
　
　
　
ヨ
　
ぎ
に
　

一
三
二
号
機
（
二
九
一
四
型
）
に
よ
り
、
静
止
気
」
象
・
衛
星
一
旦
G
、
M
、
S
参
ま
わ
噴
Y
を
・
米
・
国
・
東
・
部
．
射
亀
揚
か
一

－
ら
山
型
ち
上
・
げ
ま
・
し
た
b
，

　
ひ
ま
わ
り
は
、
打
上
げ
後
正
常
に
飛
行
し
、
第
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
中
央
部
西
方
海
上

の
宇
宙
空
間
で
計
画
ど
お
り
打
上
げ
約
二
六
分
後
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
軌
道
に
投
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
軌
道
は
、
近
地
点
約
一
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
遠
地
点
約
三
六
、
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
長
楕
円
形
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
そ
の
実
測
値
が
判
明
す
る
の
は
、
明
日
正
午
過
ぎ
と
な
り
ま
す
。

　
ベ
フ
回
め
一
ひ
ま
わ
り
め
打
上
げ
な
緊
我
が
薗
も
加
盟
し
－
て
い
，
る
F
世
界
気
象
機
御
下
W
M
b
し
～
と
由
∵
際
学
術
－

連
合
亀
会
議
～
羽
茂
‘
¢
S
－
U
ウ
ー
が
共
向
で
行
う
地
球
－
大
気
開
発
計
画
（
G
憾
R
・
P
▽
め
推
進
を
図
工
、
，
℃
佛
せ
て

　
、

i
我
－
が
国
’
の
皇
気
象
業
γ
務
’
の
司
改
善
」
に
資
’
す
る
と
」
と
を
目
的
と
し
そ
お
、
グ
ま
す
。
本
」
衛
星
は
、
事
業
団
で
開
発
し

た
、
N
ロ
　
・
ト
　
　
　
げ
能
力
を
超
鬼
，
だ
　
き
さ
・
重
量
で
あ
る
た
め
、
打
上
げ
に
関
し
て
は
、
米
国
航

空
宇
宙
局
の
協
力
を
頂
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
軌
道
か
ら
静
止
衛
星
軌
道
へ
の
投
入

及
び
そ
の
後
の
衛
星
の
維
持
管
理
は
事
業
団
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
事
業
団
左
“
一
だ
一

し
ま
し
て
は
、
‘
今
後
一
貫
し
た
追
跡
管
制
の
責
任
体
制
を
維
持
し
、
最
適
な
状
態
で
気
象
庁
に
よ
る
運
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鳳

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

’
ひ
ま
わ
り
は
、
我
が
国
の
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
日
本
の
気
象
災
害
防
止
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
西

太
平
洋
、
ア
ジ
ア
地
域
の
．
天
気
予
報
の
精
度
向
上
に
も
威
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
打

上
げ
は
、
米
国
の
協
力
を
得
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
、
米
国
の
好
意
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
が
宇
宙
開
発
の
分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
国
際
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
欣
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
宇
宙
開
発
は
、
本
年
二
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
き
く
二
号
」
の
成
功
に
よ
り
、
実
用
衛
星

の
開
発
に
不
可
欠
な
静
止
衛
星
打
上
げ
及
び
追
跡
管
制
技
術
の
確
立
に
途
を
開
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
静

止
気
象
衛
星
の
打
上
げ
、
更
に
引
き
続
く
実
験
用
中
容
量
静
止
通
信
衛
星
（
C
S
）
及
び
実
験
用
中
型
放

送
衛
星
（
B
S
）
の
打
上
げ
に
よ
り
、
我
が
国
の
宇
宙
開
発
が
い
よ
い
よ
国
民
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も

つ
分
野
に
直
接
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
団
は
、
こ
れ
ら
三
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
を
期
す
る
と
と
も
に
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
気

象
、
通
信
、
放
送
、
測
地
、
地
球
観
測
等
幅
広
い
宇
宙
の
実
利
用
に
向
っ
て
、
皆
様
の
御
要
望
に
お
応
え

し
う
る
よ
う
着
実
で
た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
続
け
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
絶
大
な
御
支
援
と
深
い
御
理
解
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
ら
ぬ
御
指
導
、
御
鞭
捷
を
お
願
い
い
た
．
し
ま
す
。
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